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１ 研究の内容 

2014.10.7 ＩＣＴイノベーションフォーラム2014 2 

•若年層の県外流出・過疎化・高齢化 

•集合住宅の高齢独居世帯の増加 

•孤独死が問題に！ 

高齢化率は25.8％ 
最も高い町村では44.1％ 
（全国平均23％） 
（平成22年度国勢調査） 

県営住宅で過去10年間に高
齢者を中心に16人が孤独死 
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２ 研究成果（１） 
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 低速PLCモジュール 高齢者安否確認端末 
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２ 研究成果（２） 

2014.10.7 ＩＣＴイノベーションフォーラム2014 4 

 集合住宅高齢者生活支援システム（実証試験用システム） 
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３ 今後について 
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